













































Possibilities of child-rearing circle that to see the mother’s  











































































































































Ⅰ 受付・リラックスタイム〈10 分〉 受付・交流タイム・ご挨拶
Ⅱ メイン活動〈40 分〉 リズムあそびや身体表現、自由に楽器に触れたり楽器を使った遊び・季節の歌・造形活動・鑑賞



















参加者は 10 ～ 15 組の親子であった。保護者















































































































































































































































をあるけば」③O mio babbino caro　《da Gianni 
Schicchi》「お父様にお願い」④あわてんぼうの
サンタクロース











9．第 9 回　2020 年 2 月 19 日（水）
参加者：10 組
活　動：リトミック
①ご挨拶：「こんにちは、○○ちゃん」
②遊び歌：「とんとんひげじいさん」
③おかあさんとおさんぽ：基本の動きや挨拶以
外にも、うしろ歩き、片足歩きなど。
④リズム遊び歌：「キャベツのなかから」緑の
リトミック布でキャベツを表現。歌とリズム
手遊びを楽しむ（写真 3）。歌の終わりで折
り紙のちょうちょを取り出す。
⑤工作タイム：好きな色の折り紙でちょうちょ
を折る。ちょうちょを自由に動かす。母親に
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カラフルなリトミック布を渡しお花を作って
もらう。一緒に「ちょうちょ」の歌を歌いな
がら、お花に止まったり母親の肩や頭、腕や
背中に止まるよう指示を出す。次に親子で向
かい合わせになり、ピアノが高音の時は互い
の頭、低音の時は互いのおしりに止まる。い
ろいろな表現を楽しむ。高低の音に耳を傾け
て反応する。
⑥ちょうちょでおさんぽ：ちょうちょを動かし
ながら部屋の中を歩いたり、ケンケンしたり
する。充分に動いた後、子ども達を中央に集
めて座らせて虹色の大判布を広げる。「ちょ
うちょの上に虹がかかった」と上下して楽し
む。
⑦ペープサート鑑賞：オリジナル脚本による「る
んるんちゃんの冒険」を行った。参加型にな
るよう呼びかけを入れたり、一緒に歌える「手
をたたきましょう」「おべんとうのうた」を
取り入れた。
⑧終わり：物語にでてくるオニのツノとパンツ
を配って、記念撮影をした（写真 4）。
Ⅵ．結果
全 9 回の活動終了後、参加した母親へ事後ア
ンケートを行った。リトミック活動やわらべう
たWSを通し感じたことについて、「子どもが
歌や手遊びを覚えて家で歌っていた。」「他の子
ども達との体験活動は幼稚園の入園前に親子で
集団活動を体験する機会となりとても有意義
だった」「リトミックをベースにときどきちょっ
と違うプログラムが入るというのがちょうどよ
かったです。子どもは“いつもの活動”という
のも安心するし、ちょっとちがうものにも食い
ついていました。」などの回答を得た。大人向
け表現活動については、「頭が活性化されてい
る感じがして楽しい。たくさんのお母さん方と
コミュニケーションとれるのも嬉しい。」「とて
も楽しかったので帰宅後小学生の子どもともや
りました。大人の表現活動でしたことは準備も
いらないし場所も選ばないので、簡単にできて
良かったです。自然とやっている内に笑顔にな
りました。」「みんなのアイディアが聞けるのが
とても面白かった！」といった感想などをいた
だいた。
Ⅶ．考察
1．サークルの意義と可能性
1）活動内容
リトミック活動では、毎回決まったご挨拶や
お歌を行い、子ども達がこの空間と活動に慣れ
親しむように取り組んだことが功を奏してか、
子ども達は来たときは緊張気味の様子が見られ
ても、活動が始まると流れが分かるので、安心
して参加できていたようであった。ゲスト講師
を招いた回では舞台鑑賞や演奏会などの創造的
な表現活動を提供できたからか、親子ともにと
写真3　手遊びの様子 写真4　ペープサート後の記念撮影
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ても刺激になったことがアンケートから読み取
れた。また、母親も主体となって参加できる「大
人の表現活動体験」プログラムは、母親の心身
のリラックスや発散に繋がり、また保護者同士
の相互コミュニケーションを深めるよい働きか
けになったことが伺える。この体験で行ったこ
とを、自宅にて小学生の子どもとやってみた等
の感想から、親自身が体験することで子どもが
表現活動に触れる機会が広がる可能性も見いだ
せた。このことからも母親に子どもの付添いで、
という意識や関わり方でなく、自らも参加者で
ある意識を持ってもらえるような子育てサーク
ルの在り方は発展性があり、重要であると考え
る。
2）活動方針
毎月活動前後にはスタッフ間で申し合わせを
して、プログラム内容や環境設定に配慮できた
こともあり、スタッフで行ったペープサートも
楽しんでもらえたと考える。楽器づくりや物作
りといった造形活動への要望の声もあったの
で、更に様々な表現活動のプログラムの可能性
を模索したい。
2．まとめ
令和元年度のLサークル活動は終了したが、
また新年度以降もサークル活動を通し未就園児
とその母親の成長と交流の場を提供し、これか
らも子育て支援活動の意義というものを考え続
けていきたい。
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